
再エネの「出力制御」頻発

電力」活用課題『余る

電力余剰

福島県浪江町に設置されている太陽光発電用のソーラーパ

ネル＝8月24日（写真と本文は直接の関係はありません）

▽
太
陽
光
、
昼
が
ピ
ー
ク

電
気
は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
と
周
波
数
に
乱

れ
が
生
じ
、
最
悪
の
場
合
、
大

規
模
停
電
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め

に
電
力
会
社
が
行
う
の
が
出
力

制
御
だ
。
国
の
ル
ー
ル
で
は
、
供
給
が

増
え
過
ぎ
る
と
ま
ず
火
力
発
電

所
の
出
力
を
落
と
し
、
他
の
電

力
会
社
に
送
電
。
そ
の
後
太
陽

光
や
風
力
を
抑
制
し
、
出
力
調

整
が
難
し
い
原
子
力
や
水
力
な

ど
は
最
後
に
回
る
。

し
か
し
、
天
候
に
左
右
さ
れ

や
す
い
再
エ
ネ
が
普
及
し
、
供

給
量
の
変
動
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
経
済
産
業
省
に
よ
る

と
、
電
源
構
成
に
占
め
る
太
陽

光
の
割
合
は
、
1
1
年
度
の
0
・

4
％
か
ら
2
1
年
度
に
8
・
3
％

に
拡
大
し
た
。

太
陽
光
は
日
照
に
応
じ
て
出

力
が
増
え
る
た
め
、
昼
間
に
発

軒
＝
㌃
凱
計
り
酎
酎
イ
メ
ー
ジ

太
陽
光
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
で
、
電
力
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
「
出
力
制
御
」
が
頻
発
し
て
い
る
。
2

0
2
2
年
度
は
再
エ
ネ
の
制
御
量
が
約
6
億
置
時
と
、
1
8
年
度
の

約
6
倍
に
増
加
。
需
要
が
大
き
い
大
都
市
を
抱
え
る
中
部
電
力
と

関
西
電
力
も
今
年
度
、
初
め
て
出
力
制
御
に
踏
み
切
っ
た
。
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
再
エ
ネ
拡
大
で
「
余
る
電
力
」
を
い
か

に
効
率
的
に
活
用
で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
（
時
事
）

曖
房
の
使
用
が
減
る
春
や
秋
は

供
給
過
剰
に
な
り
や
す
い
。

▽
コ
ア
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
」

呼
び
掛
け

こ
う
し
た
環
境
変
化
を
踏
ま

夜昼朝

え
、
電
力
会
社
や
国
は
対
応
に

乗
り
出
し
て
い
る
。
全
国
の
電

力
会
社
で
構
成
す
る
電
力
広
域

的
運
営
推
進
機
関
は
、
5
0
年
ま

で
に
6
兆
～
7
兆
円
を
投
じ
、

電
力
を
融
通
し
合
う
た
め
の
送

電
網
を
増
強
す
る
計
画
。
経
産

省
は
、
発
電
余
力
を
再
エ
ネ
に

振
り
向
け
る
た
め
、
火
力
発
電

所
の
最
低
出
力
を
5
0
％
か
ら
3
0

．
％
に
引
き
下
げ
る
よ
う
求
め
る

方
針
を
決
め
た
。

同
省
は
消
費
者
に
対
し
て
も
、

「
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
」
と

呼
ば
れ
る
「
賢
い
」
消
費
行
動
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。
需
給
逼
迫

時
の
節
電
に
加
え
、
再
エ
ネ
発

電
が
増
え
る
晴
れ
た
日
の
昼
間

な
ど
に
洗
濯
機
を
回
し
た
り
、

太
陽
光

電
気
の
力
で
熟
を
発
す
る
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
を
使
っ
た
り

す
る
よ
う
促
す
。

政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
」
基
本
計

画
で
、
3
0
年
ま
で
に
再
エ
ネ
を

「
主
力
電
源
」
に
す
る
方
針
を

掲
げ
、
電
源
構
成
で
3
6
～
3
8
％

程
度
を
見
込
む
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
の
斉
藤
哲
夫
上
級
研

究
員
は
、
出
力
制
御
が
増
え
る

と
再
エ
ネ
事
業
者
の
売
電
収
入

が
減
り
、
再
エ
ネ
投
資
が
滞
る

と
懸
念
。
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
二
へ
、

果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
∵

す
る
と
い
う
脱
炭
素
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
「
出
力
制
御
∵

は
最
小
化
す
る
こ
と
が
大
前
提
■
－

だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
√

発
電
量
と
出
力
制
御
の

野
■
謂
㍉
十
三
≒
∴
■
三
二
㌧
㌣
圭
∴
≒
■
言
㍉
二
∴
l
二

が
崩
れ
る
と
大
規
模
な
停
電
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
供
給
過
剰
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
行
わ
れ
る
。

再
エ
ネ
の
出
力
制
御
は
、
春
や
秋
の
晴
れ
た
休
日
に
多
い
。
日
照
で
太
陽
光
の
発
電
量
が
増
え
る
一
方
、
冷
暖

房
需
要
や
工
場
で
の
消
費
が
減
る
か
ら
だ
。
再
エ
ネ
の
導
入
が
全
国
で
進
む
中
、
2
0
1
8
年
に
九
州
電
力
が

離
島
以
外
で
初
め
て
実
施
、
2
3
年
6
月
ま
で
に
東
京
電
力
を
除
く
電
力
各
社
が
実
施
し
て
い
る
。

・

・

・

・

　

　

　

　

こ

1

よ

空

㌧

－

藍

■

．

ノ

・

　

…

‥

I

 

l

∵

　

　

　

1

1

・

／

．

㍗

　

…

」

1

・

1

招

ト

ン

．

．

‥

　

　

　

　

※

．

玲

1

L

q

r

．

・

・

・

1

－

㌧

J

l

l

I

ノ

1

、

－

・

　

　

・

‥

I

H

・

‥

1

・

＝

・

1

　

…

・

‖

…

1

・

二

・

▲

・

ト

．

r

－

n

Y

‥

．

．

　

・

・

‖

　

　

■

・

‥

・

－

ト

1

　

ト

　

ト

】

1

d

l

．

．

∵

■

已

・

り

■

、

し

り

H

q

．

．

t

　

∵

．

．

－

」

バ

1

・

・

、

L

l

．

」

．

．

山

＝

．

　

　

・

・

・

・

■

＋

∴

：

バ

1

：

h

、

．

房

．

b

L

・

d

l

　

∵

．

．


